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された。その中でもとりわけ植民地時代絵文書 códices coloniales と呼ばれ
るものと、先住民クロニカ crónicas indígenas と総称される史料群は多くの
歴史的な情報を含む。前者は、征服後に作成されたメソアメリカの伝統に基
づく絵文書である。1521 年のメキシコ征服後、16 世紀末ないしは 17 世紀初
頭までヨーロッパ美術の影響を受けつつも、征服前の文書作成の伝統が継承
され、特に歴史的内容の絵文書が多数残された。後者の先住民クロニカは、
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れたものがある。しかし、その一方で植民地時代が進むにつれて、アルファ
ベットを用いて記述された「年の書」も見られるようになった。 
 フアン・ブエナベントゥラ・サパタ・イ・メンドサ Juan Buenaventura 
Zapata y Mendoza（以下、サパタと略記）が 17 世紀後半に編纂した『高貴
























られている。有名な『トラスカラ絵布 Lienzo de Tlaxcala』の他に、『テペティ
クパク絵布 Lienzos de Tepeticpac』や『コントランツィンコ絵文書 Códice de 
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Contlantzinco』、さらにはトラスカラの近隣に位置するワマントラで作成さ
れた『ワマントラ絵文書 Códice de Huamantla』などがある5)。とはいえ、
歴史的情報源としてのこれら絵文書類の利用はまだ十分になされていない。 
一方、先スペイン期のトラスカラに関する情報源としてこれまで最も頻繁
に参照や引用されてきたのは、ディエゴ・ムニョス・カマルゴ Diego Muñoz 
Camargo（以下、カマルゴと略記）がアルファベットで書き残したクロニカ


















































































源について見ることにしたい。『年代史』を構成する 602 のパラグラフ21) の
うち、先スペイン期を扱う最初のセクションは冒頭の 40 ほどに相当する22)。
最初に年号が記されているのは 1524 年（パラグラフ 48）で、この年はフラ
ンシスコ会の「十二使徒」到来の年に当たる。実際、この箇所ではマルティ
ン・デ・バレンシアへの言及が見られる。その少し前（パラグラフ 44）には、











でのみ休息をとったなどと言う。（In iquac hualaque chichimeca 
mitohuan motenehua yécoque temoque quitlapan hualquizque 
Chicomoztoc. Huallayacanaya ytoca Çe tecpatl. Hoconenetl çan 





Ychan nepantla ni yn atepan）」に住んだと言う24)。この場所で彼らはトラス
カラ人の守護神として知られるカマシュトレを祀る。カマシュトレについては
「髭の生えた賢人、その髭は大したものだった（tlamatini catca tentzon 













































































（ gobernador don Diego Muños Camargo mestizo primer 
perseguidor del cabildo nobilissimo de Tlaxcala. A los noventa y 
cuatro años empesaron las ruinas de esta dicha ciudad con la 




































































































 チマルパイン サパタ *1 
ウェウェ・ウィツィリウィトル 1278（7・兎）～1299（2・葦）年 *2 ［言及なし］ 
アカマピチトリ 1367（5・葦）～1387（12・葦）年 1361（2・家）～1404（3・火打石）年 *3 
ウィツィリウィトル 1391（3・葦）～1415（1・葦）年 1404（3・火打石）～1417（3・家）年 
チマルポポカ 1415（1・葦）～1426（12・兎）年 1417（3・家）～1428（1・火打石）年 
イツコアトル 1427（13・葦）～1440（13・火打石）年 1428（1・火打石）～1440（13・火打石）年 
モテクソマ・イルウィカミナ 1440（13・火打石）～1468（2・火打石）年 1440（13・火打石）～1469（3・家）年 
アシャヤカトル 1469（3・家）～1481（2・家）年 1469（3・家）～1481（2・家）年 
ティソク 1481（2・家）～1486（7・兎）年 1481（2・家）～1486（7・兎）年 
アウィツォトル 1486（7・兎）～1502（10・兎）年 1486（7・兎）～1503（11・葦）年 
モテクソマ・ショコヨトル 1502（10・兎）～1520（2・火打石）年 1503（11・葦）～1520（2・火打石） 









*4 『第 7 報告書』では 1524 年だが、『日記』では 1525 年とされる。 
出典：Domingo Francisco de San Antón Muñón Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación de las 
Différentes Histoires Originales, ed. de Josefina García Quintana, México, UNAM, 2003, pp. 28-215; 
Domingo Chimalpáhin, Diario, ed. de Rafael Tena, México, CONACULTA, 2001, pp. 150-167; Juan 
Buenaventura Zapata y Mendoza, Historia cronológica de la Noble Ciudad de Tlaxcala, ed. de Luis 
Reyes García y Andrea Martínez Baracs, México, Universidad Autónoma de Tlaxcala / CIESAS, 
1995, pp. 106-132 をもとに筆者作成。 
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Santa Ana Chiauhtenpan nehuatl Sepastian de Rrozas）」、1643 年の記述
では、「私アントニオ・ディエゴがエスクリバノとなった（Antonio Diego 
niescribano nimochiuh）」や「私ことアントニオ・ディエゴが筆記係であっ
た（nehuatl Antonio Diego nizcriuite）」といった箇所が見られる50)。さら
に、既に述べたように、サパタがまとめた原稿にサントス・イ・サラサール






［…］（Chronologia de la mvy Insigne, Noble y Leal Civdad de Tlaxcala, 
escrita en su idioma por don Iuan Buenaventura Çapata y Mendoza[…]）」
といった文言が見られる。同じ表紙の下部には、「ドン・マヌエル・デ・ロス・
サントス・イ・サラサール得業士［…］は、1689 年以降、その続きを書いた
（El bachiller don Manuel de los Sanctos y Salazar […], que la prosigue 
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